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（３）  主な課題  

課題１　参加しやすい環境教育・環境学習の場を作る必要がある。 

環境学習・環境教育については、温暖化対策アンケートにおいて、「環境イベントに参加し、地

球温暖化を学習」に取り組んでいると回答した市民は 4.9 パーセントでしたが、今後取り組みた

いの割合は 49.9 パーセントとなりました。事業者においても、「環境セミナーなどへの参加」に

既に取り組んでいる割合が 4.7 パーセントに対し、今後取り組みたい割合は 37.1 パーセントとな

っています。このことから、環境教育・環境学習に興味を持ちながらも取り組めていない市民、

事業者が一定以上存在することが推測されます。 

このため、教育現場における環境教育を推進するとともに、イベント、講演会等による環境学

習・環境教育の充実を図る必要があります。特に、イベントや講演会は、参加者が一定の層に限

定される傾向にあることから、幅広い世代の市民、事業者が参加できる工夫が必要です。 
 
課題２　多様な主体とパートナーシップを形成し、環境活動を推進することが必要である。 

１万人アンケートで、参加したいまちづくりや地域の活動について、最多が「身近な道路や公

園の清掃活動」（39.5 パーセント）、次が「美化・緑化を進める活動」（31.7 パーセント）となっ

ており、市民の環境保全に係る関心は高いと考えられるため、広く市民が参加できる場づくりの

工夫が求められます。 

協働による環境保全活動を推進していくには、市民、事業者をはじめとする多様な主体と連携・

協力することが重要であることから、環境保全団体、大学など、様々な主体とパートナーシップ

を形成することが必要です。 
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第３章　計画目標  

１　目指す将来像  

　本市は、その地名の由来のとおり、多くの河川・湖沼を有する水の豊かなまちです。また、偕

楽園をはじめとした多くの公園や千波湖周辺に広がる緑地帯など、多くの緑に囲まれています。

私たちは、このような水と緑から恩恵を受け、豊かな生活を営んできました。しかし、利便性や

物質的豊かさを追求した現代の社会活動の影響等により、平均気温の上昇や大規模な自然災害の

発生、生物多様性の損失など、様々な環境問題が顕在化してきています。 
そこで、水戸市環境基本条例の環境の保全及び創造に関する基本理念や本市の環境を取り巻く

現況と課題、ＳＤＧｓの理念等を踏まえ、目指す将来像を次のように設定し、本市の環境を将来

世代に継承するための取組を推進していきます。 

 

 
 
 
 
 

図 21 目指す将来像のイメージ 
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２　基本方針  

　目指す将来像の実現を図るため、計画の対象範囲について、それぞれ次のように基本方針を掲

げます。 
 

　創エネや省エネによる温室効果ガス排出量の削減や木材利用による吸収源対策など、温室効果

ガスを減らす取組（緩和策）を推進するとともに、激甚化・頻発化する自然災害による影響や発

生リスクの高まる健康被害等について、回避・軽減を図り（適応策）、緩和策と適応策の両輪によ

る気候変動に対応したまちを目指します。 
 
 

　限りある資源を次世代に引き継いでいくため、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の

取組を進め、環境負荷の少ない循環型社会の形成を推進します。また、不法投棄等の不正なごみ

の処理について、地域と一体となって防止に取り組みます。 
 
 

　希少な動植物の保護や特定外来生物の防除など、生物多様性の保全を図るとともに、千波湖や

桜川等の水環境や公園・緑地等の緑の保全に取り組み、本市が誇る豊かな自然と人が共生するま

ちの構築を図ります。 
 
 

　日常生活に影響を及ぼす大気・水・土壌環境における公害の未然防止に取り組むなど、良好な

生活環境の保全・創出を図ります。また、歴史的、文化的な資源を生かしたまちづくりやまちの

美化を進めるなど、快適で豊かな環境づくりを推進します。 
 
 

　様々な環境問題に対応していくため、環境教育や環境学習の機会の充実を図り、環境問題に対

し自ら行動できる人材の育成に取り組みながら、多様な主体とパートナーシップを形成し、協働

による環境活動を推進します。 
 
 

 基本方針１ 気候変動への対応

 基本方針２ 循環型社会形成の推進

 基本方針３ 豊かな自然環境の保全と共生

 基本方針４ 快適な生活環境の保全・創出

 基本方針５ 協働による環境保全の推進
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